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第1編 菌騰 より皮内反鷹 用 「ツベル ク リン」の採取

近時薦rツ 」の分翻的研究によJl,ボ リサツカ

リー ド性の皮内反懸物質及びボ リペプチー ド性の

死物質が分劃せ られた"併 し 「マ」反懸用として

の大量的生産の能否及結核の診噺、病期、病型等

に謝する特殊關係を確認されるに至 らな い｡讐

rッ 」内の肉汗成分は健者にも皮囎に獲赤反慮 を

呈するので、皮内反慮用として無蛋白 「ツ」及菌

髄 「ツ」の抽出使用等が企て られるに至つた◎今

日に於ては製嵩が簡易で、多種多鐙の藥晶を要せ

す、大量生産が可能で、製産費が安 く且つ特別の

装置を要 しないことが重要である｡豊 田及田中は

此の考慮の下に菌罐 よの「ツベルクゾン」の製出實

用を企てた｡・

1.菌 艦 「ツベルクリ♪」(菌「ツ」)の製作

弱毒性結核菌の2週 聞肉汁培養の菌膜を取 り、

食鰹水で附着肉汁を洗ひ、次で乾燥滅薦濾紙上に

て可成水分を除き、之れを試験管中部の管壁に附

け、管底には1-29の 「クロロホルム」を入れ

密栓 して成るべ く横にして、37度 に7日 開保ち、

然る後、菌を乾燥滅菌濾紙上に取 り、水分を去つ

て秤量 し、次で乳鉢内で可寧に播磨しつ 蕊食盤水

を煎へて、1cc中44mgの 菌 含有液とする｡次 で

80度 に2時 間加熱 し、強力に遠心 除 菌 し、之れ

に5螂 鍛 水鴫 鞠 へ噛 「ツ」原灘 作

るゆ

2｡皮 内反懸用適當濃度の測定

「ソ」.強度の標準として傳研の 「マ」反慮用二千

倍液及其の封照液並に北研蔭 「、」の一千倍液と

私共の製晶の百、五百、千倍液とを比較して人艘

實験 を行つた｡本 實験の皮内 注 射 量 はO.1cc、

豊田秀造、田中茂男

「ツ」の稀繹にはO.5%石 炭酸水、観察は48時

間後、成績の判定は傳研品使用規則に從ひ、陽性

は獲赤の直径10mm以 上、疑陽性は5--9mm,

陰性は4恥 斑 以下とした｡斯 くして五百倍液を以

て私共製晶の使用適當濃度 とした｡

3.肉 汁の混在 と蛮赤の大小 ・

ゐ濃縮離 ゴ 骸 破 酸 射で減 る程度の
獲赤 を呈する｡此 の反懸が 「ツ」特異反懸に加は

つて、獲赤の直径を増加するや否やを知 らんとし

て、「ツ」製造工程 と同様に嘘避した肉汁培地の二

千倍液 と・菌 「ツ」原液の五百倍液とを食盤水を

以て製 し、一・面には爾液を共のまま、他面には、

前記肉汗液を以て五百倍液に稀繹した菌 「ツゴ液

並に奮 「ヅ」二千倍液を以て法の如 く實験 して蛮

赤の大小を比較観察 した、それに依ると、肉汁を

混在する菌 ニツ」は菌 「ツ」のみよりも、亦、禽

「ツ」は肉汗のみの反鷹 よDも 、獲赤直径は大で

有つた｡之 れに依つて見て も、培養基成分の「ツ」

内混在は避 くべ遷である⇔

4.製 作の難易と牧獲畳

大量生薩には製作技術が簡易で且つ簾贋に製出

し得ることが必要である｡本 菌 「ツ」は一本の肉

汗培養の菌量か ら、一萬 人分は製出可能で、然 も

少 量の 「クロロホルム」以外は特別の藥品及び装

置を要 しない魚 、 麟

5,菌 株による製作の難易と反懸力債'

菌 「ツ」製伶に 「フランクフー ト」及B.(〉.G

の爾菌株の他に患者か ら分離 した、二菌株を用ひ

た｡そ れに依る責侮「フ」株の他は皆製作 に 適 し

た｡そ して之れ等三株の製品は殆んど同一の反慈
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カ を有 した｡・

ゆ

第2編 成人に封す る菌 「ツ」の皮内反鷹實験 鈴 禾 武 穂

本作業に簿研製 「マ」反鷹用二『F倍魯 「ツ」液

及其の謝照肉汁液並に豊田氏等製菌rツ 」の五百

倍液eを 以て、成人155名 に封 し、皮 内反懸 を比

較實験した｡其 の結果、1、繭 「ツ」反鷹の 一・致

は80.65%、 卿 貌 陽性、 陰性と疑膓等の近似反

懸は12・90%、 ・反勤反慮は6、4t5%で あつた｡2、

肉汁反鷹は皆d通m.LX下 の畿赤であった｡3く6菌

「ツ」による陽性反懸者は20歳 前後が最多籔で

以後年齢増加と巽に漸減 し50歳 では殆んど零に

達する｡然 るに菌 「ツ」では、30-39歳 に 最 も

多 く、40歳 以後急に減少 した｡陰 性反鷹者 数 は

其の逆で あるe抑 も結核死は20歳 前後に最 も多

いこと①、高年者には結核抵抗性の もの及び治癒

者の多いこと②、並に良環境生活者の多い こと③

等よ物 して、年齢と共に陽性反鷹者は減 じ、陰性.

者の増加する菌 しツ」の成績 を以て是 と考へ られ
　

るP4、 高年者の陰性反懸は前述の如き ①、②、

・③の關係其の他で結核に封 して安全性 を與へ る、

然るに若年者の陰性反鷹は、未感染者 が 多 い の

で、危瞼性を持つ と解 し得る｡5、 「マ↓反慮陽膣

者闇には結核性の不健康者が多かつた｡

」 の皮内反鷹實験 小 松 せ ん

4・ 磯 の男女娩 及び少年少女 醜 瞠 寸

し、菌 「ツ」及び菖 「ツ」の皮内反懸検査成績を

比較観察した｡使 用雨 「ヅ」及び槍査方法及び成

績判定等は前二編の記載と同様である｡其 の槍査

結果は菌 「ツ」及び薩 「ツ」の雨反懸一致72.7

%、 近似反懸(第 二編参照)27.3%で 、反封反慮

のものは一名 も無かつた｡然 して肉汁に野する陽

性反磨者は53名 中只一名で あつたが、疑陽性者

は15名(2&4%)の 多数で、併 も奮 「ツ」疑陽

者16名 中其の14名 は肉汁に封 しての疑陽性者

で、如何に兇童には奮 「ツ」使用が不可で有るか

・が窺はれるb愛 を以て兇童の 「ツ」反慮槍査には

結核菌鐙以外の物質の混在 しない菌 「ツ」の使用

を特に提唱する｡
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